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　　　　　　　　　エーロゾルプロダクトの開発

－ＧＭＳﾝVISSRおよびＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲ画像データを利用してー
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Development ofAerosolProductsfrom GMSA^ISSR and NOAA/AVHRR Image Data

　　　OKAWARA Nozomu ＊I､YOSHIZAKI Yoshito＊1、TOKUNO Masami *'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Aerosol products from GMS/VISSR and NOAA/AVHRR have been developed in MSC

in cooperation with Meteorological Research Institute (ＭＲＩ).Ｔｈｅproducts include two

parameters on atmospheric aerosol, namely, the aerosol optical tｈｉｃｋｎｅｓｓ(ＡＯＴ)ａt500nm

　　　ｏand Angstrom exponent. The former is related to its concentration, and the latter is related

　　to its particle size distribution.　Both two parameters、 AOT and Angstrom exponent are

　　retrieved using NOAA/AVHRR channel ｌ and ２ data. ０ｎthe other ｈａｎｄ､only one parameter

　　　　　　　　　　　　ｏ　　AOT at fixed Angstrom exponents is retrieved using GMS/VISSR visible channel data.

　　The aerosol parameters are retrieved referring the Look Up Tables (LUTs) generated by

　　radiative transfer calculations in which satellitemeasurements are converted to the aerosol

　　optical thickness at 500nm of wavelength.　These parameters are produced at every 20-km

　　grid intervals in the vicinity of Japan over the sea.　MSC began to produce prototype of

　　aerosol products operationally using GMS-5 and NOAA-16 data in December 2001、 and has

　　sent them to Atmospheric Environment Division of JMA for the evaluation of their quality･

　　Furthermore optical thickness of aerosol derived from GMSA/ISSR data is compared with

　　surface measurements of sky radiometers at five stations (Qingdao、Naha、Ｆｕkｕｏｋａ、Nagoya、

　　and Tsukuba) in the duration ofintensive observations from April 7 to April 22、2002.　The

　　result shows that there is ａ good correlation and no obvious bias between them.　It is also

　　found that ａ typical parameter size distribution of yellow sands flying to Japan is not so

　　much different from that estimated in the radiative transfer model by assuming the fraction

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ　　of small component optical thickness in the total aerosol optical thickness is 0.4 (Angstrと)ｍ

　　exponentニ0.42)｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

　気象研究所と協力して、ＧＭＳ/VISSRおよびＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲからエーロゾルプロダクトを開発した。このエー

ロゾルプロダクトは、エーロゾルの光学的厚さとオングストローム指数というエーロゾルの光学的性質に関する

２つのパラメータを算出したものである。前者は、エーロゾル濃度を表し、後者はエーロゾルの粒径別濃度分有

の指標を表す。ＮＯＡＡ／ＡＶＨＲＲのチャンネル１および２を用いたプロダクトでは、エーロゾルの光学的厚さと

オングストローム指数を、ＧＭＳ-5/VISSRの可視データを用いたプロダクトでは、一定のオングストローム指数

を仮定した場合におけるエーロゾルの光学的厚さのみを算出する。これらのエーロゾルに関するパラメータを、
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放射伝達計算により作成されたルックアップテーブルを参照して求める。プロダクトは、20kmの経緯度格子で、

日本付近の海上において算出される。衛星センターでは、衛星エーロゾルプロダクトの品質評価のため、2001

年12月から、ＧＭＳ-5どＮＯＡＡ-１６のデータを用いたプロダクトの具験的な算出、および、環境気東洋への具験

配信を開始した。さらに、ＧＭＳ/VISSRデータから算出したエーロゾルの光学的厚さとスカイラジオメーターに

よるエーロゾルの光学的厚さの地上観測データとを、2002/4/ﾌ～4/22の集中観測期回について比較した。両者は、

良く対応しており、顕著なバイアスはみられなかった。このことから、日本付近に飛来する黄砂の代表的な粒径が、

ニーロゾルの光学的厚さで小粒子成分の占める比率を0.4としたもの㈲044μｍを中心とする粒径をもつもの、

オングストローム指数＝0.42）と大きく違わないことがわかった。

1｡はじめに

　気象衛星センターでは、静止気象衛星「ひまわ則

や極軌道気象衛星「ＮＯＡＡ」データを利用して海面水

温や大気の鉛直分布などのプロダクトを作成・配信し

ている。しかし、これまで大気中のエーロゾルに関す

るプロダクトの作成は行っていなかった。

　近年、気候変動や環境問題に関してエーロゾルの重

要性が指摘され、気象庁でも、エーロゾルに関する情

報の収集と提供を目的に、平成13年環境気東洋にエー

ロゾル観測係を設置した。気象衛星センターは、環境

気象洋にエーロゾルプロダクトを提供するための技術

開発の一環として、平成12年度から３年計画で実施

されている科学技術振興調整質「風送ダストの大気中

への供給量評価と気候への影響に関する研究」の「衛

星情報を用いた広域ダスト分布の解明に関する研究」

に気象研究所と共同して参加している。この中で、気

象衛星センターは、衛星データからダストの分布や光

学的な摩さの算出について開発およびデータベースを

作成する作業を担当している。

　環境気象洋には、衛星エーロゾルプロダクトの品質

評価のため、2001年12月からGMS-5とＮＯＡＡ-16の

データを用いた試験プロダクトを配信している。

　本稿では、衛星エーロゾルプロダクトの作成および

初期の評価結果について報告する。

2｡算出原理

2.1　衛星の可視センサーが観測する反射率

　衛星の可視センサーが観測する反射率Ｒは、次の

ように書くことができる。

Ｒ ＝Ｒａ十Ｒｍｏｌ＋Ｒｇ

　　　　Ｒａ:エーロゾルによる反射成分

　　　　Rmol : エーロゾル以外の、大気成分の分子

　　　　　　による反射成分

　　　　Ｒｇ:地表面からの反射成分

　このうち、Ｒｍｏ１は、大気中の水蒸気やオゾンヽなど

の鉛直分布を仮定すれば、放射伝達計算により求める

ことができる。また、Ｒいこついても、地表面の光学

特性を仮定すれば、求めることができる。 Ｒａは光学

的厚さ、光学特性（複素屈折率）、粒径分布、形状、

波長などのパラメータとして大才ことができ、Ｒａか

ら光学的厚さを求めるためには、その他の変数を仮定

レ複雑な放射伝達計算を解く必要がある。

2｡2　エーロソルの光学特性および粒径分布

　放射伝達計算では、エーロゾルの光学特性(複素屈

折率)および粒径分布を仮定する必要がある。今回、

エーロゾルの複素屈折率は1.5-0.0051とし、エーロゾ

ルの粒径分布は、犬・小２つの粒径を持つエーロゾ

98)と同じ方法)。その正規対数粒径分布関数は、次

の形で表される。

　dn(r)/dlnr=((2π)1/2ln r7 )‘leｘｐ{-(lnｒ-lnｒl11)2/2ln2r7 }

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(図１)

　　ｒ：エーロゾルの半径

　　n(r):半径ｒを持つエーロゾルの数

　　ｒ・1: エーロゾルの中心半径

　　In a :標準偏差

　　小粒子はヽrｍニ0.044クｍ、　rｱ＝1.96

　　犬粒子はヽrｍニ0.370だｍ、　ぐ7＝2.37
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ただし、Ｍｉｅ散乱の理論計算で考慮したエーロゾル　　2.3.2　オングストローム指数

粒子の半径ｒの範囲はヽ0.001μｍ＜rく10.0μｍで

ある。
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図１　粒径の正規対数分布関数

１０

2｡3　エーロソルに関する２つのパラメータ

　エーロゾルプロダクトでは、エーロゾルに関する２

つのパラメータを算出する。１つは大気中のエーロゾ

ル濃度に関係するパラメータで、波長λ＝500nmにお

けるエーロゾルの光学的厚さである。もう１つは、2.2

項で仮定した大小２つのエーロゾル粒径分布の存在比

を表すパラメータである。以下に、これらのパラメー

タの詳細を示す。

2｡3.1　エーロソルの光学的厚さ

　エーロゾルの光学的厚さとは、大気中のエーロゾル

濃度を大才パラメータで、次式で定義される。

　　Iλ＝loλexp(-Υλ・μ）

　　Iパ波長λにおける、地表面が受け取る日射量

　　loパ波長λにおける、大気外日射量

　　フパ波長λにおけるエーロゾルの光学的厚さ

　　μ：大気路程

　したがって、≒＝1というのはヽ太陽が真上（μ

＝1）にある場合、地表面が受け取る日射量玉）を

大気外の日射量（loいの1/ｅ（約37%)に減衰させ

てしまうほどのエーロゾル量である。

－45

　オングストローム指数は、オングストローム混濁公

式である（1）式の波長の指数頂ａである。

　　７（λ）＝ｙλ’”　　　　　　　　　　　　　　　　　　山

　　７（λ）：波長λ（ｎｍ）におけるエーロゾルの光学

　　　　的厚さ

　　ｙ：オングストローム混濁係数

　　ａ：オングストローム指数

　山武からオングストローム指数は２つの波長にお

ける光学的厚さを用いて計算できる。

ここでは、500nmと655nmを用いる。

　　a =-log-( T 655/ ７ 500)/Iog(655/500)　　　　　　　（2）

　小粒子、犬粒子による光学的厚さの関係は次式で表

される。

T 500 ｚ て０
S＋　７　500 Ｌ

T 655 ｚ T 655 S＋で655
L

　
　
　
ヽ
Ｉ
ノ

蜀
　
叫
ヽ

ぐ

　　　７ 500s:波長500nmにおける小粒子エーロゾ

　　　　　　　　ルの光学的厚さ

　　　７ 500lぺ波長500nmにおける犬粒子エーロゾ

　　　　　　　　ルの光学的厚さ

　　　7 655s:波長655nmにおける小粒子エーロゾ

　　　　　　　　ルの光学的厚さ

　　　7 65誤：波長655nmにおける犬粒子エーロゾ

　　　　　　　　ルの光学的厚さ

　波長500nmにおけるエーロゾルの光学的厚さで小

粒子成分の占める比率をfsとすると，(3)式は，

　　７ 500＝fs ・７ 500＋(1-fs)・71500　　　　　　　　　　(5)

　また，消散係数を用いると(4)式のｒ 655 S とｒ 655 L

は次式で表すことができる。

　　7 655
s
＝７ 500 s(βext,655 s/ βext,500 s)　　　(6)

　　7 655 L＝７ 500 L(βext,655 L/ βext,500 L)　　　(ﾌ)

　　　βｅｘt,戸：波長λにおける小粒子の消散係数

　　　βext, : L：波長λにおける犬粒子の消散係数

(4)式，(6)式および(ﾌ)式から，(2)式中のｒ 655/ｒ 500 は，

　7 655/ ７ 500＝fs °(βｅｘt,655一/βext,500 s)十(1-fs)・(β

　　　　　　　ext,655 L/ P ext,500 L)　　　　　　　　(8)

　このように，小粒子成分の占める比率fsによって

オングストローム指数ａを記述できる。ａとfsとの
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関係を図２に示す。

3.算出方法
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図２　小粒子成分の比率fｓとオングストローム指数

　　　αとの関係

　実際のエーロゾルパラメータの算出にあたっては、

計算時間短縮のため放射伝達計算を行わず、あらかじ

めdoubling- adding法で放射伝達計算を行って作成し

たルックアップテーブル（ＬＵＴ）を用いる。 ＬＵＴでは、

太陽天頂角（白））ヽ観測天底角（則ヽ方位角の毎回

－§o八500nmでのニー２ゾルの光学的厚さ（ｒ 500）とヽ

大気上端での双方向反射率（Ｒ）が関係付けられてい

る。ここで、双方向反射率は、衛星観測放射輝度を太

陽光の進行方向に対する放射束密度で除し、さらに太

陽天頂角の余弦で除したものであり、衛星の可視チャ

ンネルの観測データ（Ａ）を用いて、次式のように表

すことができる。

　　Ｒ＝Ａ/100ｘｃｏsθ

　　　　Ｒ：大気上端での双方向反射率

　　　　Ａ：衛星の可視チャンネルの観測データ（ア

　　　　　　ルベド）〔％〕

　　　　θ：太陽天頂角

　したがって、衛星の可視チャンネルの観測データ

を、角度などのデータと共に、ＬＵＴを参照することで、

エーロゾルに関するパラメータに変換する。

3｡1　LUT作成時の放射伝達計算の条件

･モデル大気:平行平板大気を仮定。水平方向には一掃。

　鉛直方向には４眉（O～2kmコ～5km､5～13km、

　13～100kmn二分割レェーロゾルは第２聯（2～

　5km)に均一に分布していると仮定する。

・大気（水蒸気、オゾン）のProfile：

　①ＬＯＷＴＲＡＮﾌの中緯度冬(Kneizys etal.､1988）

　　　（可降水量0.85ｃｍ、オゾン全量376.8ＤＵ）

　②ＬＯＷＴＲＡＮﾌの中緯度夏(Kneizys etaL､ 1988）、

　　　（可降水量2.91ｃｍ、オゾン全量331.6ＤＵ）

の２通り。ただし、現在算出に使われているのは、中

緯度夏のProfileで算出されたＬＵＴ。

・地表面（海面）の光学特性:

　Cox and Munk(1954）による。海面を微小な面に分割

　し、それらの傾きが風速をパラメータとする正規分

　布に従い、各微小面では鏡面反射をすると仮定。風

　速は、5m/sとした。 Oceanic whitecap は考慮してい

　ない。

・ｒ 500 （500nmにおけるエーロゾルの光学的厚さ）、

　太陽天頂角、衛星天頂角、太陽と衛星の方位角の差

r soo (500nmに

おけるエーロソ

ルの光学的厚

さ）

　　９通り

太陽天頂角（度）

　　10通り

衛星天頂角（度）

　　10通り

太陽と衛星の方

位角の差（度）

　　19通り

0.0

0.02

0.04

0.08

0.16

0.32

0.64

1.28

2.56

72.37

66.46

60.00

53.09

45.81

38.23

30.43

22.47

14.39

6.28

72.37

66.46

60.00
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14.39

6.28

　　0.0

　　10.0

　　20.0

　　30.0

　　40.0

　　50.0

　　60.0

　　180.0

(10度毎)

　上記の粂件のもと、次に示す６種類の小粒子成分の

比率（6種類のオングストローム指数に対応Ｕこ対し

て放射伝達計算を行い、ＬＵＴを作成した。

ａ（小粒子成分の比率）

　　　　６通り

1.0(a=1.71)

0.8 (a =1.18)

0.6 (a =0.76)

0.4 (a =0.42)

0.2 (a =0.13)

0.0 (a =-0.12)
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　なお、ＬＵＴ作成は、気象研究所気象衛星・観測シ

ステム研究部第一研究室長の増田一彦氏によって行わ

れ、気象衛星センターに提供された。

　また当初、ＬＵＴはエーロゾル粒子を球形と仮定

して作成した。　しかし、実際にこのＬＵＴを用いて、

GMS-5の毎時データから、午前中から午後にかけて

の１時間毎にエーロゾルの光学的厚さを算出したとこ

ろ、同じ領域で正午付近に光学的厚さの不自然な減少

が見られた。そのため、非球形の効果を採り入れた半

径貌的モデル(Pollack and Cuzzi,l980)を導入して作成

したＬＵＴを用いてエーロゾルの光学的厚さを算出し

たところ、この不自然な減少は解消された(Masuda

et.al.､2002)。したがって、ＧＭＳデータを処理する時は、

この非球形の効果を採り入れたＬＵＴを使用している。

3｡2　LUTの概要

　６種類の小粒子成分の比率（6種類のオングストロー

ム指数）に対してそれぞれ９種類のｒ 500（500nmに

おけるエーロゾルの光学的厚さ）に対応するＬＵＴを

作成する。各ＬＵＴは、次の４種類のデータに関してテー

ブル化されている。

　①大気上端での双方向反射率

　②太陽天頂角

　③衛星天頂角

　①太陽と衛星の方位角の差

　このＬＵＴを参照することにより、衛星データから

エーロゾルパラメータが算出される。

4｡プロダクトの作成

　エーロゾルデータは、ＧＭＳ/VISSRデータとNOAA/

　算出範囲:17.0゜　-52.0゜ Ｎ、1ぱO°　-150.0゜ Ｅ（格

　　　　　　子中心）

　格子間隔:0.20゜（緯度方向、約20km）。

　　　　　　0.2ダ（経度方向、約20km）

　サングリント角が30°以下の場合には風速の影響お

よび表面からの反射成分の強度が大きいことから算出

しない。

　また、太陽天頂角が70゜より大きい場合、および衛

星犬頂角が70°より大きい場合には、地球の開平の影

響で平行平板大気による近似から大きく外れるため、

算出しない。

　次に、ＧＭＳとＮＯＡＡのプロダクトそれぞれについ

て、算出手順および算出例を示す。

4｡１　GMS-5/VISSR

4.1.1　算出手順

　①格子中心での太陽天頂角、衛星天頂角、太陽人射

　　光と観測光の方位角の差を算出。

　②陸域の格子を除去。

　③晴天㈲素の判別（安田、白川バ999による。ただ

　　し、採用する晴天判別テスト、および闇値は若干

　　変更）、晴天以外の画素を除去。

　①格子平均のVISSR/GMS-5可視チャンシレの反射

　　率を算出。

　⑤オングストローム指数（6種）を仮定し、それで

　　れの場合について太陽天頂角、衛星天頂角、太

　　陽方位角と衛星方位角の差からＬＵＴsを直線内挿

　　し、500nmにおけるエーロゾルの光学的厚さを算

　　出。

ＡＶＨＲＲデータから算出する。ＧＭＳのプロダクトでは、　4.1.2　算出例

可視チャンネルのデータを用いて、固定したオングス

トローム指数に対するエーロゾルの光学的厚さを、00

～０６ＵＴＣの毎時について算出する。また、ＮＯＡＡの

プロダクトでは、可視域の２チャンネル（ＣＨ１:640nm、

ＣＨ２:840nm）のデータを用いて、エーロゾルの光学的

厚さとオングストローム指数を算出する。

　なお、算出時の条件は、以下のとおりある。

－47

　ＧＭＳエーロゾルプロダクトは、00～０６ＵＴＣの毎

時算出されるので、エーロゾルの濃度分布に加え、そ

の時回的変化を見ることができる。図3.1～図3.4に。

日本で広範囲に黄砂が観測された2002年４月９日の

エーロゾルの光学的厚さおよび同時刻の可視画像を示

す。
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Aerosol opticalThickness at 5()0nm (GMS-5)

Angstrftm exponent : 0.42

こ

／

ｆ
／
’
ｉ
’
Ｉ
ご
一

ｌ
一

‐ ‐
Ｊ

Å
よ

く
フ

≒
／
１
！
い
ド
ヅ
ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3.1

GMS-5/VISSRによる500nmにおけるエーロソルの光学的厚さ（左、オングストローム指数＝0.42）、および同

時刻の可視画像（右）（2002/04/09 00UTC）

Aerosol OpticalThickness at 500nm (GMS-5)

Angstrom exponent : 0.42
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１
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3.2

GMS-5/VISSRによる500nmにおけるエーロソルの光学的厚さ（左、オングストローム指数＝0.42）、および同

時刻の可視画像（右）（2002/04/09 02UTC）



気象衛星センター　技術報告第42号　2003年３月

Aerosol Optical Thickness at500nm (GMS-5)

Ångstr６111exponent : 0.42 .
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GMS-5 visble image (０４ＵＴＣApr. 9 2002)

GMS-5 visble image (０６ＵＴＣApr. 9 2002)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3.3

GMS-5/ＶＩＳＳＲによる500nmにおけるエーロゾルの光学的厚さ（左、オングストローム指数＝0.42）、および同

時刻の可視画像（右）（2002/04/09 04UTC）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3.4

GMS-5/ＶＩＳＳＲによる500nmにおけるエーロソルの光学的厚さ（左、オングストローム指数＝0.42）、および同

時刻の可視画像（右）（2002/04/09 06UTC）
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4｡２　N0AA-16/AVHRR

4.2.1　算出手順

　①格子中心での太陽天頂角、衛星天頂角、太陽人射

　　光と観測光の方位角の差を算出。

　②陸域の格子を除去。

　③晴天画素の判別(McClain､E.P.､C.G.Walton and

　　L.L.Stowe､1990による）、晴天以外の画素を除去。

　④格子平均のNOAA-16/AVHRR ・CHI およびCH2

　　の反射率を算出。

　⑤ＣＨＩとＣＨ２それぞれにおいて、太陽天頂角、衛

　　星天頂角、太陽方位角と衛星方位角の差から各

　　オングストローム指数毎にＬＵＴsを直線内挿し、

　　500nmにおけるエーロゾルの光学的厚さ算出。

ｵﾝｸﾞｽﾄﾛｰﾑ指

　　数

ＣＨ１から算出した

　500nmおける

ｴｰﾛｿﾞﾙの光学的厚

　　　　さ

ＣＨ２から算出した

　500nmおける

ｪづｶﾞﾙの光学的厚

　　　　さ
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　算出結果を直線内挿して、ａ　けングストローム指

数）とr (500nmにおけるエーロゾルの光学的厚さ）

を求める。

－50－

4｡2.2　算出例

　ＮＯＡＡエーロゾルプロダクトは、エーロゾルの濃

度分布に加え、エーロゾルの粒径分布も知ることがで

きる。図４に、GMS-5と同じく2002年４月９日の算

出例を示す。
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　　　　　　　　　　　図４

ＮＯＡＡ-16/ＡＶＨＲＲによる500nmにおけるエーロソル

の光学的厚さとオングストローム指数（2002/04/09

06ＵＴＣ）
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5｡精度比較

　科学技術振興調整費「風送ダストの大気中への供給

量評価と気候への影響に関する研究」集中観測期間中

（2002/4/ﾌ～4/22)において、日本周辺ではしばしば

黄砂が観測された。この期間の、スカイラジオメーター

によるエーロゾルの光学的厚さの地上観測データを用

いて、GMS/VISSRデータから算出したエーロゾルの

光学的厚さの精度比較を行った。 ＧＭＳからの算出値

は、日本付近に飛来する黄砂の平均的な粒径を考慮し

て、オングストローム指数＝0.42を使用した。比較方

法の詳細は、以下のとおりである。

　①スカイラジオメーターの５観測地点の緯・経度に

　　ほぼ対応する、3×3＝9格子の衛星データの平均

　　を比較。ただし、５観測地点の緯・経度は以下と

　　する。

　　地点名　　緯度（度）　経度（度）

　　Qingdao　　35.80　　　　120.75

　　那覇　　　　26.20　　　　127.75

　　福岡　　　　33.80　　　　130.00

　　名古屋　　　34.60　　　　137.50

　　つくば　　　36.00　　　　141.25

　②有効な衛星データが５格子以上あるときのみ比較

　　を行う。

　③各地点の衛星のスキャン時刻に対応するように、

　　その前後のスカイラジオメーターの値を時間で内

　　挿する。ただし、前後の時刻差が衛星のスキャン

　　時刻に対して15分以内のもののみ比較する。

　図５に比較結果を示す。結果を見ると、サンプル

数が100個程度と少ないため、詳細な議論は出来ない

が、両者は良く対応しており、顕著なバイアスも見ら

れない。光学的摩さが大きい程分散が大きくなってい

るが、雲などの影響を考えれば妥当な結果と思われる。

ＧＭＳからの算出値は、粒径に関するパラメータであ

るオングストローム指数を固定したものであるが、こ

の例では、日本付近に飛来する黄砂の代表的な粒径が、

比較に利用した値（オングストローム指数＝0.42）と

大きく違わないことを表している。
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　　　　　　　　　　　　　　図５

衛星から算出された値とskyradiometerによる地上観

測値との比較（500nmにおけるエーロソルの光学的厚さ）

　ＮＯＡＡ-16/ＡＶＨＲＲデータから算出したエーロゾル

パラメータについては、対応する地上観測データが少

ないため、ほぽ同時刻のＧＭＳ/VISSRデータから算出

したエーロゾルパラメータとの比較を行った。結果を

図６に示す。図から、両者はよく対応しているが、特

に光学的厚さがＯ付近において、NOAA-16/AVHRR

から算出したものの方がGMS/VISSRから算出したも

のに比べて0.15程度のバイアスが認められる。この

原因としては、①ＧＭＳ可視センサーの劣化（打ち上

げ後約７年が経過している）、②量子化の違い(GMS:

6bit、NOAA : lObit)、③観測波長城の違い、等が考え

られるが、現在のところはっきりしない。
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　　　　　　　　　　　　　図６

ＧＭＳ/ＶＩＳＳＲデータから算出した500nmにおけるエー

ロソルの光学的厚さ（オングストローム指数＝0.42）

とＮＯＡＡ-16/ＡＶＨＲＲデータから算出した500nmに

おけるエーロソルの光学的厚さ（2002/4/9 06UTC）
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6｡おわりに

　開発を行ったエーロゾルプロダクトは、中国大陸か

ら目本に飛来する黄砂などのエーロゾルの濃度と粒径

別濃度分布に関する情報を提供するものであり、算出

範囲が限られている。 GMS-5では、広範囲のエーロ

ゾルデータを作成できるので、その他の現象（山火事、

０ 0.5

■● i l ・

　 　 1

.

【 】

火山噴火など）を起源とするようなエーロゾルの増加

も見ることができる。図７に、インドネシア付近で大

規模な山火事が発生した時（1997年９月30［］）の目

平均画像を示す。図を見ると、インドネシア付近から

エーロゾル濃度の高い部分が広がっている様子が確認

できる。今後、この方面への利用も考える必要がある。

５

2.0 2｡5-

　　　　　　　　　　　　図７

　ＧＭＳから算出したエーロソルの光学的厚さの日平均値

(1997/09/30 00-06UTC の平均、オングストローム指数＝0.42)
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